
 

 

検針票の誤りについて 

 

熊野町の一部の地域において配布した、５月分の検針票「上下水道使用水量と口座振替のお知らせ」

に、検針日と消費税額の表記に誤りがあることが判明しました。 

納付書の送付や口座振替は、これからの作業となるため、料金の誤請求・誤徴収は生じていませんが、

検針票の記載を誤り、御迷惑をおかけしたお客様に対し、お詫び申し上げます。 

 

１ 誤表記の内容 

  熊野町内の 818戸に対し、次のとおり誤表記した検針票を投函したもの。 

○ 検針日が、平成 25年１月１日又は２日と表記 

○ 請求予定額の消費税が、５％で計算された税額が表記 

 

２ 経緯 

○ 熊野町内の上下水道使用水量の検針は、毎月検針員が各戸に設

置の水道メーターを直接確認し、その場で検針端末に入力して、

検針票「上下水道使用水量と口座振替のお知らせ」を発行し、郵

便受け等に投函している。 

○ ５月９日にお客様から、５月分の検針票の検針日が平成 25年に

なっていると連絡があった。 

○ ５月分の全データを確認したところ、818戸分の検針票で、検針

日と消費税の表記に誤りがあることが判明した。 

   

３ 原因 

○ 検針員が、検針中に検針端末のバッテリーを交換した際、端末

の日付設定が初期化（平成 25年１月１日）されたことに気付かな

いまま検針業務を継続し、検針票を発行、投函した。 

○ 検針端末は、検針日で消費税率を自動計算する設定となってい

たため、消費税率５％で計算された検針票が出力され、そのまま

投函されたもの。 

 

４ 対応 

誤った検針票を投函したお客様には、５月 20日に、正しい日付・

消費税を表記した検針票とお詫びの文書を再送し、訂正を行った。 

 

５ 再発防止策 

水道企業団の全事務所で情報を共有し、注意喚起を促すほか、熊

野事務所の全検針員に対し、日付設定方法も含め検針端末の操作方

法を再研修する。 
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